
茶道のことばに「守・破・離」ということばがあります。武道の世界でも、よ

く耳にすることばです。「守」とは基本を学び、忠実にその型を身につけるこ

と。「破」とはその基本の上に、自分なりの改良を加えていくこと。そしてその

上で「離」は、全く新しいものを自分の手で創り上げることです。「全く新しい

もの」は「無」からは生まれず、「基本の型」から創り出される、ということで

す。 

 「基本を学ぶ」、その“まなぶ”と同じ語源が“まねる”です。学ぶとは、真

似ることでもあるわけです。お師匠さんの型を真似て、守り尽くすことが基本で

あり、学ぶこと。今、君たちは高校３年間を通じて、型を学んでいるのでしょ

う。受験生がよく言います、「基礎基本をもっとしっかりしておけば良かっ

た・・・」。３年生の皆さんの今の心境も同じでは？。１・２年生の皆さんは、

先生方が教えていることを真似るように、しっかりと学んでいますか。今、君た

ちは「守」の時期かもしれません。 

 さて、英語では「学ぶ」を何と表現するのでしょう。study？learn？・・・。

studyは学ぶ行為やプロセスを表し、learnはstudyを通して知識や技術を身につけ

ることを表すそうです。“study”だけしても、“learn”が無ければ次につなが

らないのですね。くれぐれも皆さんは、“I studied English for three 

years,but I learned nothing・・・”とならない様に。 

 孔子曰く、「学びて思わざれば 則ち罔(くら)し」。教えてもらうだけで自分

で考えなければ、身に付いたことにならない。学んだことを、自分で勉強し思索

することが大切である、ということばです。11月7日に講演してくださった灘高校

の木村達哉先生もおっしゃっていました、「学校の授業を受けているだけでは成

績は上がらない。常に復習や自習を自分でしなければ！」と。 

 年の瀬にあたり、改めて「守」ができているのか振り返ってみま

しょう。「守」無くして「破」「離」無し。平成29年はあとひと月

あります。真摯に授業に向き合い、しっかりと復習・自学ができる

自分を自らの手で創り上げ、来る平成30年を迎えましょう。 
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 11月24日(金)をもって、センター試験まで

50日を切りました。保護者の皆様、お子様の

ご家庭での様子は、人生の岐路に立つ50日前

の姿でしょうか。「もっと勉強しても良いの

では？」、「こんなに勉強して大丈夫な

の？」などと様々かと思います。学年として

見ている限りでは、まだまだ生徒の余力を感

じます。そして温度差も感じます。生徒・保

護者・教職員の三者がタッグを組み、それぞ

れが絶対に悔いを残さないように、残りの

日々を過ごしていきましょう！ 

【受験にまつわる不思議な法則】（後半） 

⑦グループで勉強しても、分からない問題は

全員分からない。 

⑧きりが悪いから９時からやろうと思って、

次に時計を見ると９時を過ぎている。 

⑨入試会場で、自分より緊張している人を見

ると、なぜか落ち着く。 

⑩マークシートで同じ数字が続くと不安にな

る。 

⑪迷ったあげく最後に直した答えは、間違っ

ている。 

⑫試験の後、「できたー！」と言っていた受

験生ほど落ちている。（以上、Ｚ会より） 

 今年も残り僅かとなりました。11月も各種

大会等で健闘したとの報告があり、また先月

に続き、書道部や放送部から上位大会出場の

よい知らせがありました。学年全体が上昇気

流にあるように思います。年が変われば、い

よいよ「３年生０学期」が始まります。学校

では、隙間時間を利用した公務員試験対策も

開始し、受験生として自覚はもちろんのこ

と、目標達成に向けての活動を既に始めてい

ます。進路実現のための取組が早すぎるとい

うことはありません。集大成の学年を控える

この時期に今一度思いを新たに、深い学びの

ための取組みをさせて欲しいと思います。保

護者の皆様の参考にもなるかと思い、12月12

日（火）に進路講演会を企画しております。

奮ってご参加いただき、人生の岐路に立つ生

徒たちをよく導いていただきますよう、お願

いいたします。 

 読書の秋から、いよいよ冬へなろうとして

います。各クラスでは今年度の学級文庫が置

かれ、様々な趣向の新書が入りました。どの

本もユニークに富んでいて、朝の10分間とい

う短時間で読むには最適な本ばかりです。ご

家庭でもお子様がどんな本を読んでいるの

か、そういう会話をしていただけたらと思い

ます。また、総合的な学習の時間では、壱岐

市内の事業所の方から、様々な講話（地域振

興・農業・水産・商工業・介護・看護・保

育・教育など延べ11回実施）をしていただい

ています。読書の話と合わせて、２年後はど

のような道に進むのか、将来の夢を語りあう

時間を作って頂けたら幸いです。 

 さて、12月15日(金)からは三者面談が実施

されます。10月末の進研実力の結果を踏ま

え、お子様の現状を把握し、将来を考える重

要な機会です。師走のお忙しい中とは存じま

すが、ぜひご来校頂きますようお願いいたし

ます。 

第 ２ 学 年 より 

第 １ 学 年 より 

第 ３ 学 年 より 

東アジア歴史･     コース 中国語 

 １１月４日（土）、５日（日）本校において、第２回東アジア歴史・中国語コースの宿泊体験と

体験入学が行われました。餃子作りや日本遺産ツアーを催し、５０名近い方々にご出席いただき

ました。ご参加くださった皆様、誠にありがとうございました。行き届かなかった点もあったか

と思いますが、僅かなりとも皆様のお役に立つ

ことができましたら幸いに存じます。 今後もご

連絡をいただけましたら随時応対させていただ

きますので、何かご不明な点がございましたら

お気軽にご連絡ください。この度は大変ありが

とうございました。 



12月行事予定 ①１年 ②２年 ③３年  壱岐高Topics! 

「人生の達人セミナー」 
 １１月７日（火）灘高校の先生でいらっ

しゃる木村達哉先生に「勉強は楽しいと思

う」というテーマでご講演をいただきまし

た。ユーモアあふれるトークで会場を沸か

せながらも、勉強に関する大事なポイント

を自らの経験を踏まえて教えてくださいま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「しおかぜ総文祭」 
 １１月１０日（金）～１２日（日）にか

けて、長崎県総合文化祭が開催されまし

た。各文化部とも日頃の成果を十分に発揮

できたようでした。中でも本校放送部は

「テレビ番組部門」と「ラジオ番組部門」

において優秀賞を獲得し、九州大会に出場

いたします。なお、「テレビ番組部門」につ

きましては、平成３０年度に行われる全国

総文祭への出場権を得ることが出来まし

た。放送部のますますの活躍に期待してい

ます。 

1 金 期末考査①②③   

2 土 ＧＴＥＣ②   

3 日 ＨＳＫ②③   

4 月 期末考査①②③   

5 火 期末考査①②③   

6 水  

7 木 ＬＨＲ（薬物乱用防止講話）   

8 金    

9 土 
★①② センター試験プレテスト(駿台)③ 

中国語スピコン①③（京都） 

10 日 
センター試験プレテスト(駿台)③    

中国語スピコン①③（京都）  

11 月    

12 火 進路講演会②   

13 水    

14 木 早朝補習終了   

15 金 三者面談(短縮)   

16 土 県下一斉テスト(３教科)①② ★③    

17 日 
長崎県アンサンブルコンテスト   

コース発表会  

18 月 三者面談(短縮)   

19 火 三者面談(短縮)   

20 水 三者面談(短縮)   

21 木 三者面談(短縮)  

22 金 終業式 大掃除 光明中来校（～25日） 

23 土 【天皇誕生日】 漂着ｺﾞﾐﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（～24日）  

24 日 
第2回文化部発表会          

第27回定期演奏会ｸﾘｽﾏｽｺﾝｻｰﾄ  

25 月 冬季補習①②③   

26 火 冬季補習①②③   

27 水 冬季補習①②③   

28 木 冬季補習①②③   

29 金 
年末休暇              

センター試験プレテスト(北予備)③  

30 土 センター試験プレテスト(北予備)③   

31 日    



生 徒 指 導 部 より 

生 徒 会 ・ 美 化 部 より 

進 路 指 導 部 より 

 The weather is getting cold. The days are becoming shorter and the sun is not in the sky as long! But it is 

important to enjoy the outdoors even in the winter season! In Canada, there is already snow on the ground! I 
love to walk in the snow and build snowmen and snow forts. I also like to go sledding! I wear a snow suit and 

warm clothes when I go outside so I don’t get cold. When I come home, my mom makes me hot chocolate 
and we sit by a fire. Iki does not get snow but you can still have fun! You can walk to Monkey rock, or visit the 

museum! You can go to karaoke or play games at your friend’s house! In the winter it is fun to bake sweets 
or make food and give it to your friends! Let’s enjoy this winter 

together! Please tell me about your favorite places to visit and 
favorite things to do! Remember to dress warm and take pictures 

when you go outside! I’d love to see your pictures too!! 
I will go home to Canada this Christmas vacation! I am so excited 

because I have not been home since last September! I will take 

lots of pictures for you and show you when I get back to Iki in 
January. I hope you have a wonderful holiday and a happy new year too!! 

ＡＬＴケイラ先生コラム 『Kayla’s  Doble Doble Time』 

 

 

11月に入り、朝晩の冷え込みはもちろんのこ

と、日没の時間も早まり、下校時の安全面にお

いても注意を要する時期になりました。自家用

車の乗り降り禁止区域について、再度ご確認い

ただきますようお願いします。交通事故等を防

止するためにも、なお一層のご協力をお願いし

ます。また、この時期になると不審者の情報が

入ることがあります。下校時における事故等の

危険防止のため、ご家庭での注意喚起のほどよ

ろしくお願いします。 

以下の点について気をつけましょう。 

○可能な限り、複数で帰宅する 

○街灯がついている明るい道を通る（明るい      

 ところで迎えを待つ） 

○危険だと思ったら近くにいる民家に助けを  

 求める 

 

 

 

 11月14日（火）、１・２年生を対象に、「進

路ガイダンス」を実施しました。17の大学・専

門学校の先生方をお招きし、それぞれの専門分

野について講義をしていただきました。進学し

た後に学ぶ「学問」に触れ、学んだことが社会

でどのように役に立つのかを知り、生徒達も刺

激を受けたようです。 

【受講した生徒の感想の一部】 

・やはり英語は大切だなと思いました。これか

ら「Globalな視点」を大切にし、英語をしっか

り学んだ上で他の国の言語を学んでいくことが

重要だとわかりました。 

・「福祉＝介護」ではなく、相手のことを思い

やることが福祉だとわかりました。皆で支え

合っていくための専門家を目指したいと思いま

す。 

・保育所と幼稚園の違いを考えたこともありま

せんでした。仕事の内容に差がないように思え

ても、目的は違うのだと知り驚きました。「子

どもたちと一緒に自分自身も育っていく」とい

う言葉が印象に残りました。 
 

 

〇第二回生徒総会を行いました 

11月21日（火）に、生徒総会を行い、壱岐高

をより良くするための議案検討を行いました。

各クラスから出された要望と提案の中から、生

徒総務委員が、激しい議論の末、より優先度の

高いものを取り上げました。生徒総会では、学

校への要望として①マフラーの規定の見直し 

②遮光カーテンの設置、全校生徒で取り組むこ

ととして、①乗り降り禁止区域の徹底 ②２分

前着席 ③ごみ箱の正しい使用と分別 に決ま

りました。最後に、生徒総務委員長の西川幸正

さんが、生徒一人ひとりが意識を変えて、自主

的に行動するよう呼びかけていました。今後

は、生徒総務委員と専門委員会が連携して、具

体的な方策を提

案 し ま す。ま

た、総会で取り

上げられなかっ

た議案について

も働きかけを

行っていきたい

と思います。 

 


